
1970年岡山市生まれ。慶應義塾大学大学院卒。
博士（史学）。
茨城大学助教授、静岡文化芸術大学教授など
を経て、現在、国際日本文化研究センター教授。
一般書に『武士の家計簿』（新潮ドキュメント
賞受賞、2010年映画化）、学術書に『近世大名
家臣団の社会構造』。小学5年の社会教科書
（日本文教出版）を執筆。岡山城天守閣の
展示を刷新、入場者を増やして大きな経済
効果を生み、山陽新聞賞。毎日新聞書評委員。
読売新聞の歴史コラムの執筆と挿絵を担当。
NHKのBS歴史番組「英雄たちの選択」では
司会をつとめている。

1971年東京生まれ。岡山県立
勝山高等学校卒業。岡山県警
察事務吏員、次いで久世町職

員、平成17年の市町村合併で真庭市職員となる。
現在、真庭市教育委員会生涯学習課参事。
岡山地方史研究会会員。専門は岡山県地域の
戦国時代史、特に備前宇喜多氏。主な著書に
『美作町史』・『鏡野町史』通史編（中世後期
担当）、論文に「岡山城とその城下町の形成
過程」（『岡山地方史研究』118）などがある。
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